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バスが走る(中戸川地内） 鬮鬮關關 －－－…=…==一…- "…
1． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

1．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。



マナーが捨てられています…という言 ｜｢ だめだよ

捨て毒糖，
葉を聞きますが、それは、事実のようで

す。道路の草むらや田畑の休耕地、雑木

林の中、海岸などにゴミが捨てられてい

⑬人の不法投棄防止監視員が
市内全地区で活動中

るという報告が、不法投棄防止監視員か

ら出ています。そこで、その監視舅から

見た各地区の様子を紹介します。

ー

▲「不法投棄者は、老若男女を問いません。物が豊富な社会の中で生活し、使い捨ての習慣が身についたら、心の豊かさまでがゴミ
といっしょに捨てられているのです」と、ため息をつく高萩地区監視員の柴田香さん。

、且

、
、

投棄老監視マ

慰
み
簿
』

海
と
山
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
高
萩
市
。
し
か
し
、
心
な
い
人
に

よ
る
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
環
境
の
保
全
と
美
化
運
動
を

市
全
体
で
進
め
、
不
法
投
棄
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
の

一
○
月
に
不
法
投
棄
防
止
監
視
貝
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

市
内
の
一
九
地
区
に
は
、
一
、
二
人

の
割
合
で
不
法
投
棄
防
止
監
視
員
三
三

人
が
い
ま
す
。
そ
の
監
視
員
は
、
定
期

的
に
巡
回
し
て
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
監

視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
が
投
棄

さ
れ
た
場
所
な
ど
を
報
告
書
に
ま
と
め

て
、
生
活
環
境
課
へ
提
出
し
て
い
ま
す

生
活
環
境
課
で
は
、
こ
の
報
告
書
を
も

と
に
不
法
投
棄
者
を
捜
し
出
し
て
、
厳

重
に
注
意
し
処
理
さ
せ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
防
止
監
視
貝
か
ら
は
、
三

月
末
ま
で
の
六
か
月
間
に
五
八
件
の
報

告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
各
地
区
で
様
々
で
す
が
、
投
棄
物
の

多
く
は
自
転
車
や
タ
イ
ヤ
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
な
ど
に
加
え
、
ゴ
ミ
の
袋
に

入
っ
た
家
庭
の
ゴ
ミ
ま
で
も
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

市内の状況が報告された不法投棄防

止驍視員会議 ‘

…3月24日 （金）

鐵
霊
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ｑ
小
島
む
つ
み
会
の
一
五
人
が
参
加
し
た

定
期
清
掃
で
は
、
ゴ
ミ
袋
三
つ
分
の
缶

や
ピ
ン
類
を
拾
い
ま
し
た
。

…
三
月
二
○
日
㈲

不
法
投
棄
防
止
監
視
員
に
一
聞
く

両
脚
幽
は
、
自
転
車
置
き
場
や
公
園

な
ど
、
み
な
さ
ん
が
よ
く
利
用
す
る
と

こ
ろ
に
空
き
缶
や
食
べ
物
の
箱
、
ス
ー

パ
ー
の
袋
な
ど
が
散
乱
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
「
公
共
の
場
や
管
理
さ
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
に
多
い
で
す
ね
」
と
監
視

貝
の
安
藤
啓
次
さ
ん
。

｜
高
浜
町
地
区
藍
視
員
の
佐
藤
定
昭
さ

ん
は
、
「
海
岸
は
、
季
節
を
問
わ
ず
汚

さ
れ
て
い
ま
す
。
収
集
Ｈ
に
出
せ
ば
済

む
よ
う
な
ゴ
ミ
を
、
わ
ざ
わ
ざ
海
岸
ま

で
運
ん
で
く
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
」
。

に
鍋
価
族
地
区
の
海
岸
を
担
当
す
る
皆
川

仁
介
さ
ん
も
「
二
年
前
、
市
民
の
み
な

さ
ん
約
五
○
○
人
の
力
で
き
れ
い
に
し

た
海
岸
な
の
に
、
建
設
廃
材
や
多
量
の

地域の状況を細かく調惨

くる下手綱弛区監視員

の篠原敏彦さん。 タ
イ
ヤ
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て

残
念
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
で
巡
回
し
て
い
る
一
高
萩
地
区

監
視
員
の
柴
田
香
さ
ん
は
、
「
家
庭
の

ゴ
ミ
を
、
な
ぜ
、
収
集
日
に
出
せ
な
い

の
か
。
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
で
川
の
水
が

さ
え
ぎ
ら
れ
、
悪
臭
が
発
生
し
て
い
る
」

と
環
境
汚
染
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

「
自
動
販
売
機
の
あ
る
地
域
に
は
、

ポ
イ
捨
て
の
缶
が
多
く
、
学
生
の
通
学

路
は
、
特
に
目
立
ち
ま
す
。
お
も
し
ろ

半
分
に
川
に
投
げ
込
む
の
を
見
か
け
、

学
校
に
も
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
」

と
一
石
滝
地
区
藍
視
貝
の
柴
旧
豊
吉
さ
ん
。

住
宅
街
で
あ
る
馬
名
や
秋
山
地
区
は、

ポ
イ
捨
て
が
多
い
の
で
、
各
種
の
集
ま

り
な
ど
の
時
に
呼
び
か
け
、
清
掃
活
動

も
進
め
て
い
ま
す
。

ー

不法投棄防止監視員(敬称略）
監視対象地区

ﾎN],春日H],大和N]

1M前Ⅲ更棚､有明町

高浜町

監視員

安藤啓次

寺門圧二

佐藤定昭

柴田 香

吉村 一

佐々 満

伊藤 實

２
６
１
４
５
４
５
９
６

２
４
３
３
３
１
０
８
６

恋
詑
妬
調
弱
肥
仙
羽
調
恥

羽
羽
羽
塑
羽
詑
羽
型
瀦

雨
閂
悶
幽
の
小
島
団
地
で
は
、
監
視
員

の
篠
原
敏
彦
さ
ん
の
調
査
を
も
と
に
み

ん
な
で
話
し
合
っ
て
清
掃
し
た
り
、
看

板
や
回
覧
で
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
ゴ
ミ
は
、
草
が
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ

や
汚
れ
た
と
こ
ろ
に
捨
て
ら
れ
や
す
い

の
で
、
地
域
全
体
で
環
境
に
気
を
配
る

こ
と
が
大
切
で
す
ね
」
と
篠
原
さ
ん
は

話
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
し
の
ゴ
ミ

が
大
量
の
ゴ
ミ
を
呼
ん
で
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
小
島
む
つ
み

会
で
も
、
定
期
的
に
清
掃
し
て
い
ま
す

土
地
の
所
有
者
と
地
域
の
み
な
さ
ん

で
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
回
収
し

た
、
出
閉
陶
幽
の
金
成
地
区
は
、
以
前
の
無

残
な
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
れ
い
に
な

っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
ア
ジ
サ
イ
な
ど
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
再
び
ゴ
ミ
が

捨
て
ら
れ
、
そ
の
撤
去
に
多
く
の
費
用

と
人
力
を
か
け
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に

と
、
監
視
員
の
真
鍋
博
さ
ん
を
中
心
に

『
美
し
い
金
成
林
道
を
つ
く
る
会
」
を

つ
く
り
、
二
人
一
組
で
巡
回
し
て
い
ま

す
」
と
監
視
員
の
鈴
木
次
男
さ
ん
。

穫
川
や
君
田
な
ど
の
山
間
地
区
一
で
は
、

高萩

安良jl

柴田昌良

柴田豐吉
石滝

佐藤一夫
びき C

渡辺 久

22-4476

島名
22-4080

「
私
有
地
に
ロ
ー
プ
を
張
り
、
看
板
を

立
て
て
も
、
そ
の
場
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
」
。
「
道
路
建
設
と
と
も
に

侵
入
道
路
が
で
き
る
と
、
そ
こ
か
ら
山

に
入
り
、
車
一
台
分
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
」
。
「
山
菜
採
り
や
行

楽
の
あ
と
に
は
、
食
べ
残
し
た
ゴ
ミ
が

散
乱
し
て
い
ま
す
」
と
や
り
切
れ
な
い

思
い
で
監
視
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

物
の
豊
か
さ
が

不
法
投
棄
防
止
監
視
員
の
話
か
ら
、
似
花
の
咲
く
の
を
楽
し
み
に
見
守
り
な
が
ら

■
人
家
や
人
通
り
が
な
い
場
所
を
見
つ
巡
回
や
監
視
の
続
く
上
手
綱
の
金
成
地
区
。

け
、
手
間
や
時
間
を
か
け
て
不
法
投

棄
す
る
の
は
、
建
設
や
飲
食
関
係
者
や
社
会
生
活
の
マ
ナ
ー
の
重
要
さ
を
、

な
ど
の
営
業
者
に
多
い
。
改
め
て
考
え
て
欲
し
い
〃
と
話
し
て
い

■
道
路
の
草
む
ら
や
川
な
ど
の
ゴ
ミ
は
、
ま
す
。

そ
こ
を
通
行
す
る
一
般
の
人
が
多
い
。
大
人
が
、
缶
や
紙
く
ず
を
、
ポ
イ
と

■
行
楽
の
後
片
づ
け
が
で
き
な
い
。
捨
て
れ
ば
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
そ

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
れ
が
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

不
法
投
棄
防
止
監
視
員
の
多
く
は
、
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に

〃
物
の
豊
か
さ
が
、
公
共
心
や
社
会
生
親
で
あ
る
大
人
が
、
監
視
さ
れ
な
い
地

活
の
マ
ナ
ー
を
ま
ひ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
域
づ
く
り
の
手
本
を
示
す
こ
と
が
大
切

家
庭
や
学
校
、
地
域
で
、
物
の
大
切
さ
で
す
。

飯田 武22-4745

坂本勝美23-0272

鈴木次男22-4715

真鍋 博23-0412

下山田敬造22-5289

篠原敏彦23-6575

鈴木 守23-1928

皆川文夫23-0529

９５８７２５５６
２３２２

マ
ナ
Ⅱ
を
ま
ひ
さ
せ
た
一

秋山

ー

上手綱

下手綱

高戸

師
訴
清

１ 23-()56(）

23-0505

皆川

渡辺
赤浜

若栗 武
一
鑑
三
一

塞

諾

副
一
群
一
読

謙

識

28-0916

28-0634

28-0508

28-0324

28-0257

28-0455

28-0500

28-0729

28-0927

28 0934

28-0846

22-5074

横川

下君田

田
木

豊
鈴

繧
毒
窪

卜君用

馴

剛

博之
ｺﾐ Cﾌ戻万

敬文
大能

弓野菫舂

菊地信夫
中戸川

福平 三代政男
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✩

ｺｰ生ゴミ処理容器
し

(コンボスター

は､ I3燕碍で548蟇が

設鬘さ打毒4誕謹諾が

利用して[い讓壷溌含蕊
、 、 : ： ： . ･ 驚､滋. 、. ､ ： 、蕊錘､錘､： ‐ ，. 、

度がら鰯ff嬢鍵嬢鯵購

入に毎奨織｡蕊姦支獄い
､ ､ ､' -- ､』 饒塘' ､;'ず: ､謀二蕊'' ､, :;､鵠 ;、 ,]},唖 、 〕j

まずの迩溌｡且｡鐙謬遥鯛遡

で亙篭窓心簿窓F･訂f"が

◇
奨
励
金
の
申
請
印
鑑
を
持
っ
て

指
定
店
で
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
を

◇
奨
励
金
一
基
に
つ
き
三
，
○
○
○

円
で
、
一
世
帯
二
基
ま
で
。

◇
価
格
各
五
，
八
○
○
円
（
害
虫
駆

除
剤
一
個
と
配
達
料
を
含
む
）
・

◇
対
象
者
市
内
に
居
住
し
て
い
る

市
民
で
、
市
の
指
定
店
か
ら
購

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
を
購
入
し
、
設

置
し
た
み
な
さ
ん
に
奨
励
金
を
支
給

し
ま
す
。

◇
奨
励
金
一
基
の
購
入
費
の
二
分

の
一
の
額
。
た
だ
し
、
一
基
に

つ
き
七
，
○
○
○
円
が
限
度
で
す
（

◇
対
象
者
市
内
に
居
住
し
て
い
る

市
民
で
、
焼
却
炉
を
設
置
で
き

る
敷
地
が
あ
り
、
焼
却
し
た
灰

を
自
家
処
理
で
き
る
人
。

◇
奨
励
金
の
申
請
生
活
環
境
課
に

あ
る
奨
励
金
の
申
請
用
紙
に
記

焼
却
炉
を
購
入
し
、
設
置
し
た
み

な
さ
ん
に
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

入
し
て
、
自
宅
に
設
置
し
た
人
。 大焼

却
炉
で
ゴ

い
に
活
用

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
と

き
に
奨
励
金
の
申
請
書
に
記
入

し
、
口
座
名
義
人
の
名
前
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
奨
励
金
の
支
給
市
職
員
が
設
置

の
確
認
を
し
た
後
、
口
座
振
込

ま
た
は
会
計
課
の
窓
口
で
支
払

い
ま
す
。

◆
指
定
店

茨
城
ひ
た
ち
農
業
協
同
組
合
の

・
高
萩
地
区
支
店
盃
二
二
‐
三
六
一
七

・
松
岡
支
店
冠
二
二
‐
三
一
五
九

入
し
、
領
収
言
な
ど
を
生
活
環

境
課
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
購
入
店
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
銀
行
口
座
に
振
り
込
む
場
合
は
、

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、
口
座

名
義
人
の
名
前
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
奨
励
金
の
支
給
市
職
員
が
設
置

の
確
認
を
し
た
後
、
口
座
振
込

ま
た
は
会
計
課
の
窓
口
で
支
払

い
ま
す
。

◇
受
付
六
月
一
日
㈱
か
ら
。

ｰ =

崖
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野
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’

五
向
上力

､ﾊｰﾊｰﾉ ．〆〆一・人，
三一． －－－－乱蕊

＝
／ 縢

畿幹iからのごとぶ灘 拝
捧
輝
蝉
憾
酎
鐸
醸
撫
騨
鰐市では、昭和61年に市の将来像を『海と緑を

生かした産業・文化都市」 と定めました。そし

て、その年から5年間ごとに第一次基本計画期

間、第二次基本計画期間として各種事業を進め

てきました。これらの計画は、みなさんの意見

や提言などを反映させながら作られたものです。

これまでの10年間には、常磐自動車道の開通

や国道461号の昇格とともに、市内の道路や

小・中学校の整備、工業・住宅団地の推進、生

涯学習事業や高齢者対策などに取り組んできま

した。

そこで企画開発課では、来年からの5年間の

第三次基本計画を作るにあたり、みなさんの意

識調査を行います。今月中に1,000人（無作為

抽出）にアンケートをお送りしますので、市の

将来像を描きながら記入してください。

ここでは、昨年に行いました市のイメージの

アンケート結果を紹介します。あなたのイメー

ジする高萩市は、同じでしょうか。

Q砿高萩市と聞いて､心の中に思い浮かぶ景色やものは？

ここが高萩市だ」と感じる場所は？

薊市を訪れた人に､ぜひ見せたい場所やものは？

関心や期待は｢豊かな自然環境』

が占める

Ql 「心の中に思い浮かぶ景色やもの」

Q8「ぜひ残しておきたいもの」の問い

に最も多かった回答は海岸で、 Q2 「こ

こが高萩市だ」 Q3 「見せたいもの」

Q6 「昼に魅力的なもの」では花貫渓谷

とダム、 Q4「大きく変化したと思われ

るもの」では川となっています。これら

のことから当市を包み込んでいる自然へ

の関心の高さ （こだわり）が伺えます。

Q9 「まちづくりについての意見」でも、

豊かな自然環境はこのまま残して、安ら

ぎやうるおいのあるまちづくりに多くの

期待や意見が寄せられました。
● ● ●

Q7「誇りに思うもの」 Q8「ぜひ残して

おきたいもの」としては、 自然とともに

竜子山城跡・松岡地区のまちなみでした。

ここは城跡を中心に落ち着いた雰囲気が

残り訪れるみなさんに安らぎを与えてく

れる地域です。
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みなさんの描く高萩市のイメージを総合的に

判断すると、 ‘‘自然が豊富で美しいまち。歴史

的な雰囲気が漂うまち” と考えているようです。

・調査目的市民のみなさんが感じている高萩

市のイメージを知るため、 自由記

入方式(重複回答)で調査しました。

・調査時期平成6年1月

・調査対象市内に居住する800人

、回収状況495人。回収率61.9%･

ミ94． これまで､まちの形や自然など大
149 "：

きく変化したと思うものは？一＝ ロ

畳学校

52

（7％）

その他

497

(32％）

その他

279

(29％）

その他

189

(25％）

鏡寄

蕊

● ● ●

今後、市では、各種事業を進めていく

うえでこのアンケートの結果を参考にし

ていきます。

鍵

蕊

＄
※数字は､回答件数です。
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盗

ハ
ワ
イ
を
統
治
し
て
い
た
カ
メ
ハ
メ

ハ
大
王
の
像
の
前
で
記
念
写
真
。

‘
l l ll‘ ｣ ， ｣ rに" 弓に豆=貢1
ー……

ﾛ ﾛ圏Ⅲ哩副ﾛ戸田瘡,当 三 二 二吟坐1

一
、
）

参
加
し
た
み
な
さ
ん
の

錘

聡、~癖

ひん
友
だ
ち
が
た
く
さ

さ
脚
ん
で
き
た
。
現
地

岬
》
州
唖
挫
涯
即
ち
虹
惟

棚
の
違
い
を
感
じ
た

ん
ア
メ
リ
カ
の
授
業

過
》
》
罹
推
封
州
悸
弛
跨

馬
以
上
だ
っ
た
。

ん
学
校
の
中
に
い
る

莞
卿
い
ろ
な
施
設
が
あ

知
萩
っ
て
、
敷
地
も
日

準
億
本
と
比
べ
て
と
て

菊
も
広
か
つ
た
。

ん
暘
気
で
い
つ
で
も

蓮
㈲
笑
顔
を
向
け
て
く

権
恥
郡
詣
詳
押
壼
斗
即

鈴
伝
わ
っ
て
き
た
。

ん
自
然
が
と
っ
て
も

縁
細
鑑
岬
帥
岐
穆
乖
韮
」

井
傭
く
親
切
で
居
心
地

松
が
よ
か
っ
た
。

ん
円
と
ド
ル
の
金
銭

籠
刺
感
覚
を
理
解
す
る

嘩
城
の
が
難
し
く
、
ち

田
咲
よ
っ
と
お
金
を
使

福
い
過
ぎ
た
。

．
と
．
－
。
と

」

；＞

ん
初
対
面
で
も
や
さ

織
菊
く
感
じ
た
．

琴
刺
し
い
笑
顔
で
話
し

由
萩
か
け
て
く
る
。
人

艫
信
間
性
の
違
い
を
強

ん
の
ん
び
り
し
て
い

》
蝿
鼎
啼
部
岬
壺
》
翻
斗
。

石
し
ん
だ
。

ん
き
れ
い
な
ま
ち
と

ま
卿
自
由
な
雰
囲
気
。

璋
緬
、
鋤
葬
凶
乱
読
”

堀
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

ん
一
生
に
度
で
き

さ
初
る
か
で
き
な
い
か

誹
耕
の
壹
菫
な
経
験
を

宅
鳫
し
た
。
と
て
も
ラ

４
ツ
キ
ー
だ
っ
た
。

ん
と
て
も
人
情
の
厚

睾
荊
い
国
だ
と
思
っ
た
。

橦
緬
極
距
韮
爾
註
陸
娠

鈴
っ
た
。

鐸
榊
榊
亜
奉
趣
喝
珪
ユ

山
信
に
行
っ
て
も
感
動

栗
の
連
続
だ
っ
た
。

ん
自
然
の
雄
大
さ
を

6



蕊
鼎

繩J

譲
学園

出斑●

ノ ﾉ、
蕊

ゞ謀

謹
●弓

蕊

蕊

ホームステイ募集

鱗
蕊

今回訪問したカメハメハ学園から中学生が

やってきます。これは、 日本語を学んでいる

クラスの生徒が、 日本の生活文化を学ぶ授業

として行われるもので、一昨年に引き続いて

蕊

と
着
物

は
あ
ち

士
上
○

一

｜の訪問になります。
高萩市国際交流協会では、 この子どもたち

のホームステイを受け入れる家庭を募集して

います。

口期日 6月2日 （金）～6月7日 （水）

＊5泊6日

｜増雛川箪……&

▲広大な敷地内にある校舎
鵜鯨

…

蕊

澱
蕊;嬢譲鋳蕊鏡

繍
総蕊身

鯛
ん
ハ
ワ
イ
で
は
疲
れ

懲
麓
戦
專

斉
よ
っ
と
眠
い
。

築
鞍釣

ー〆

溌蕊
ん
会
う
人
会
う
人
が

》
小
学
ん
だ
。

歪
抑
調
い
幅
嶢
”
疵
坤
。

難
幅
い
ろ
ん
な
こ
と
を

ん
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ

さ
初
ツ
ド
を
見
な
が
ら
、

姉
琳
袖
諏
峠
群
峠
潅
需
梅

飯
ら
れ
な
い
。

土

ん
道
路
や
街
灯
な
ど

さ
刺
ま
ち
全
体
が
き
れ

恋
真
萩
い
で
、
し
か
も
考

か
匪
塙
え
て
つ
く
っ
て
あ

園
る
と
思
っ
た
。

鈴木紗智さん

（高萩中）

みもで親み
たう楽切ん
い しなな

・度か人や
行つばさ
ったかし
て｡リ＜

ん
何
か
ら
何
ま
で
す

－
岬
議
壺
諏
畦
皿
硫
蕊

村
鰍
れ
が
文
化
の
違
い

中
か
と
思
っ
た
。

ん
授
業
は
た
だ
問
い

莞
刺
て
い
る
の
で
は
な

り
山
く
、
み
ん
な
が
積

距
鰍
極
的
に
参
加
し
て

沼
い
る
と
感
じ
た
。

囚 粥

’

叫

淵

i蕊

ん
思
っ
て
い
た
以
上

堯
刺
の
収
穫
。
生
活
や

希
萩
文
化
の
違
い
を
肌

ま
唖
槁
で
感
じ
と
る
こ
と

伽
播
が
で
き
た
。

ん
片
言
の
英
語
を
真

罎
岬
罰
に
鏑
軸
諏
痒
部

池
舩
が
と
っ
て
も
う
れ

菊
し
か
っ
た
。

ん
自
由
な
中
で
も
自

犀
剰
錨
蔀
一
丸
甦
報
罎
狂

屏
塙
と
し
て
い
る
こ
と

塚
に
感
心
し
た
。

池田明子さん

（高萩中）

た何てよ友
ととものだ
思な楽行ち
うくし動と
。成かはい
長つ 、つ
したとし

○

ん
み
ん
な
や
さ
し
い

峰
糾
泓
耐
鈎
竺
か
轄
蓉

川
舩
一
番
す
ば
ら
し
い

宮
経
験
だ
っ
た
。

ん
ハ
ナ
ウ
マ
淫
で
生

鐸
細
奉
坤
註
訶
睡
宝
討

植
信
の
驚
き
と
感
動
は

鈴
忘
れ
な
い
。

ん
ま
ち
の
雰
囲
気
が

曄
輌
日
本
と
は
大
き
く

誇
儲
權
坤
忘
却
味
が
痙

佐
ん
だ
と
思
っ
た
。

7



昭
和
八
年
、
私
の
祖
父
の
弟
鈴
木
末
吉
が

家
を
揚
げ
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
た
。
そ
の

こ
ろ
私
は
一
五
歳
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
消
息

を
知
っ
た
の
は
、
戦
後
日
本
も
や
や
落
ち
着

い
た
昭
和
一
七
年
の
舂
だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ

か
ら
私
の
心
の
中
に
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し

た
一
族
へ
の
ご
挨
拶
と
慰
霊
訪
問
は
、
私
の

責
務
」
だ
と
考
え
て
い
た
が
、
今
年
一
月
、

念
願
の
訪
問
を
果
た
し
た
。

｜
月
二
○
日
成
田
よ
り
空
路
二
万
キ
ロ
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
着
く
。
冬
の
日
か
ら
一
挙
に

頁
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
、
気
温
三
○
度
は
非
常
に

暑
い
。
お
孫
さ
ん
の
出
迎
え
の
車
で
、
大
和

さ
ん
宅
に
言
く
。
私
の
親
族
は
、
入
植
後
一

○
年
位
で
子
供
の
教
育
や
将
来
を
考
え
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
市
郊
外
に
移
住
し
た
。
大
和
さ
ん

や
他
の
家
族
の
み
な
さ
ん
も
ほ
と
ん
ど
大
学

を
卒
業
し
、
親
子
の
努
力
の
か
い
あ
っ
て
花

開
き
、
実
生
活
の
中
堅
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。

二
二
日
の
日
曜
日
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
見

物
。
二
三
日
、
今
回
訪
問
の
最
大
目
的
の
墓

参
。
モ
ジ
霊
苑
、
ス
ザ
ノ
霊
苑
に
鈴
木
、
渡

辺
ご
両
家
の
菫
を
訪
れ
た
。
い
ず
れ
も
立
派

な
墓
地
で
あ
っ
た
。
初
対
面
の
ご
子
息
よ
り

皿 <寄稿＞

ブラジル訪問

と ’
慰霊の旅

|豊田耕八さん(洲) ’
L F

平成7年1月20日(金)～2月11日仕）

▽

今
年
は
ブ
ラ
ジ
ル
修
好
一
○
○
周
年
に
あ
ス
の
滝
を
見
物
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
今
日

た
り
ま
す
。
地
球
上
で
は
日
本
と
反
対
側
に
は
走
れ
る
だ
け
走
ろ
う
と
、
延
々
と
続
く
荒

位
置
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
で
す
が
、
そ
の
交
流
は
野
を
走
る
こ
と
三
五
○
キ
ロ
。
午
後
九
時
に

長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
特
に
明
治
四
一
年
途
中
の
街
カ
ン
ポ
デ
ピ
ー
カ
ン
の
パ
ル
ク
ホ

ニ
九
○
八
年
）
に
始
ま
っ
た
移
住
に
よ
り
、
テ
ル
に
泊
ま
り
、
’
’
七
日
正
午
、
イ
グ
ア
ス

現
在
で
は
数
多
く
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
住
の
滝
に
着
く
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ア

ん
で
い
ま
す
。
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
三
国
に
接
す
る
世
界
の
名
漂

ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
た
親
族
が
豊
田
耕
八
は
、
幅
一
一
一
キ
ロ
、
高
さ
八
○
メ
ー
ト
ル
。
周

さ
ん
は
、
そ
の
後
の
み
な
さ
ん
の
消
息
を
訪
囲
の
原
生
林
に
流
れ
落
ち
る
滝
は
壮
観
、
何

ね
る
旅
に
出
か
け
、
こ
の
た
び
そ
の
様
子
に
と
表
現
し
よ
う
か
見
事
な
も
の
で
、
四
時
間

つ
い
て
の
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

の
滞
在
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。
再
び

「
父
は
あ
な
た
の
お
い
で
を
非
常
に
待
っ
て
荒
野
を
帰
路
に
つ
き
午
後
九
時
、
昨
夜
の
ホ

は
い
ふ
あ
つ

お
り
ま
し
た
」
の
ご
挨
拶
、
肺
肺
を
つ
き
熱
テ
ル
に
着
く
。

ブ
ラ
ジ
ル
訪
問

き
涙
を
止
め
得
ず
。
「
遅
す
ぎ
た
訪
伯
」
を
二
八
日
帰
り
の
進
路
を
変
更
し
、
最
初
の

わ

心
か
ら
詫
び
て
焼
香
。
ご
冥
福
を
祈
っ
た
。
入
植
時
に
就
労
し
た
現
地
を
車
中
よ
り
見
間

二
五
日
、
長
男
鈴
木
豊
氏
家
族
の
住
む
最
し
、
大
豆
や
砂
糖
き
び
、
と
う
も
ろ
こ
し
畑

初
の
入
植
地
パ
ラ
ナ
州
へ
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
よ
が
地
平
線
ま
で
続
く
肥
沃
な
耕
地
を
展
望
し

一

り
五
○
○
キ
ロ
、
初
め
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
広
大
銃
つ
つ
、
ス
コ
ー
ル
に
遭
い
な
が
ら
、
’
’
五
日

な
荒
野
を
見
る
。
い
く
ら
走
っ
て
も
平
坦
な
田
か
ら
四
日
間
二
四
○
○
キ
ロ
の
旅
を
終
え
る
。

耕
地
は
四
方
地
平
線
ま
で
続
き
、
｜
望
千
里
巻
一
一
月
一
日
、
タ
ク
シ
ー
会
社
社
長
の
お
招
き

と
は
こ
の
こ
と
か
と
感
じ
た
。
壷
一
三
氏
は
今
は
唾
で
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
観
光
。
イ
グ
ア
ス

亡
く
、
全
盛
時
は
四
○
万
本
の
コ
ー
ヒ
ー
園
原
の
滝
と
共
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
誇
る
世
界
三
大

を
所
有
し
、
’
五
○
家
族
が
就
労
し
て
い
た
。
秤
美
港
コ
パ
カ
パ
ー
ナ
海
岸
は
、
有
名
な
り

そ
の
名
は
パ
ラ
ナ
州
の
知
名
人
と
な
り
、
昭
唾
ゾ
ー
ト
地
。
折
か
ら
の
夏
休
み
と
あ
っ
て
，

和
四
七
年
に
二
○
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
卦
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

を
五
人
の
子
供
に
相
続
し
た
。
二
月
一
一
日
帰
国
。
ブ
ラ

識

そ
の
所
有
地
は
、
高
萩
市
の

総
耕
地
面
積
の
二
・
五
倍
強

に
あ
た
る
。
立
派
に
ま
つ
ら

れ
た
豐
氏
の
ご
霊
前
に
、
在

り
し
日
の
偉
業
に
対
し
心
か
ゞ

ら
感
謝
の
念
を
捧
げ
、
ご
冥

福
を
祈
り
別
れ
を
告
げ
る
。

二
六
日
、
す
べ
て
の
墓
参

を
終
え
、
こ
こ
か
ら
七
○
○

キ
ロ
、
世
界
の
名
漂
イ
グ
ア

､－

画一ョ

「テ家一焉冤雰云一一

ドウ功fiXンズミッシヨ ンいばらき'95
卜

E

茨城県青年の船 ’

世界に開かれた郷土茨城の若い担い手と

して、中国青年との交流や船内研修をとお

して広い視野に立ったリーダーを養成する

ため茨城県青年の船を行います。

新しい茨城づくりのために、地域で積極

的に社会参加のできる人材を育成すること

を目的に女性の海外派遣事業(ウィメンズ

ミツシヨンいばらき'95）を行います。
！| 』 ’

／

:駕崩1報紙瀧『す卿聯卿z尋雪
J~三一皇

■募集人員： 28人

■応募資格: 30歳以上50歳未満の婦人。 （日本国籍を有

し、継続して5年以上県内に居住していること）

②帰国後、積極的に地域活動のできる人。

■応募方法：企画開発課に備えてある所定の応募用紙に該

当事項を記入のうえ提出してください。

■募集時期：平成7年5月26日燭まで

■選考方法：レポートおよび面接

■経費：渡航費など約23万円（渡航手続き経費は除く）

＊問い合わせ先：企画開発課内線272

■訪問国：中匡’ （天津、北京）

派遣時期：平成7年10月28日出～11月7日伏

一 ■募集人員: 310人

■応募資格: 18歳以上でおおむね30歳までの男女。 （日

本国籍を有し、県内に居住していること）

②地域や職場で青年活動をしている人、及び将来青年
活動ができる人。

■応募方法：生涯学習課に備えてある所定の応募用紙に該

当事項を記入のうえ提出してください。

■募集時期：平成7年7月14日㈱まで

■経費：渡航費15万円（渡航手続き経費は除く）

＊問い合わせ先：教育委員会生涯学習課s(23)1131上
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Ｑ
・
「
全
棟
調
査
」
と
い
う
の
は
、
あ

ま
り
聞
い
た
こ
と
の
な
い
言
葉
で
す

が
、
ど
ん
な
調
査
な
の
で
す
か
。

Ａ
・
市
内
に
あ
る
全
て
の
家
屋
に
つ
い

て
、
｜
棟
ご
と
に
残
ら
ず
調
査
す
る

も
の
で
す
。
昨
年
六
月
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
月
ご
と
に
調
査
地
域

を
変
え
な
が
ら
、
専
門
の
調
査
員
が

連
日
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
，
ど
ん
な
調
査
を
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
，
家
屋
の
所
在
、
地
番
、
所
有
者
、

用
途
、
構
造
、
床
面
積
を
確
認
す
る

調
査
で
、
床
面
積
に
つ
い
て
は
、
実

際
に
ス
ケ
ー
ル
を
当
て
て
測
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
、
何
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
調
査
を

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
，
家
屋
に
つ
い
て
の
固
定
資
産
税
課

税
の
基
礎
と
な
る
台
帳
を
現
状
と
一

致
さ
せ
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
適
正
か
つ
公
平
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
税
の
趣
旨
を
守

る
た
め
に
必
要
な
調
査
で
す
。

一

ノ l
i H

' 1
V ；
I I

零麹 鍔浮
～ﾐ 蛭､唾響寸群唖

な
お
、
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
報
の
「
お
知
ら
せ
」
“
コ
ー
ナ
Ⅲ
で

全
棟
調
査
を
行
う
地
域
を
毎
月
掲
載
し

て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
、

｜
年
間
か
け
て
行
う
と
て
も
大
き
な
調

査
で
す
。
で
は
ｉ
全
棟
調
査
っ
て
い
っ

た
い
ど
ん
な
調
査
な
の
で
し
ょ
う
。
税

務
課
の
担
当
者
に
間
き
ま
し
た
Ｑ

Ｑ
，
面
積
ま
で
測
る
た
め
に
は
、
調
査

の
人
が
家
の
中
に
ま
で
入
っ
て
く
る

よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
，
い
い
え
、
面
積
に
つ
い
て
は
、
外

側
か
ら
測
り
ま
す
の
で
、
家
の
中
に

入
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
の
他
の
調
査
項
目
に
つ
い

て
も
外
ま
わ
り
を
見
る
だ
け
で
判
断

で
き
ま
す
の
で
家
の
中
に
は
入
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
・
ど
ん
な
家
が
調
査
の
対
象
と
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
，
屋
根
、
壁
、
基
礎
が
あ
り
、
床
面

積
に
関
係
な
く
一
定
の
目
的
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
家
屋
に
あ

た
り
ま
す
（
固
定
資
産
税
課
税
に
お

け
る
家
屋
の
要
件
は
、
不
動
産
登
記

法
に
お
け
る
家
屋
の
要
件
と
同
じ
で

す
）
。
で
す
か
ら
、
人
間
が
住
む
た

め
の
住
宅
ば
か
り
で
は
な
く
、
工
場
、

店
舗
、
事
務
所
、
倉
庫
、
物
置
、
車

庫
な
ど
が
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ｰ〃綴

|鶴醐■Ⅲ鱗|交通安全運動に取り組む
民間交通指導貝(指導隊)を紹介します。 民

間
交
通
指
導
員
は
、
子
ど
も
た
ち

禍
り
つ
Ｉ
し
よ
』
つ

の
登
校
時
の
立
哨
や
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ヘ
の
参
加
な
ど
、
警
察
署
や
関
す

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
市
民
の
み
で

な
さ
ん
の
交
通
安
全
の
確
保
に
日
夜
を
ん

問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

式
』

民
間
交
通
指
導
員
の
み
な
さ
ん
を
紹
尭
谷

介
し
ま
す
。

みた

○すましｒｊ紺をｊ豚尋巳日
－－ 1蕊蝿迩I■■■画騨蕊’

＠任期は平成9年3月末まで （敬称略）

|垂 名
|鈴木甫司

職 業

酒類販売

住 所

大和町2-14

高戸99-2大越

鈴木

斎藤

斎藤

沼野
語一だ~ご蓄

小田島

杉森

大高

自動車修理

農 業

自動車板金

自動車修理

食品販売

主 婦

眼鏡店

建築業

農 業

製作所

婦業一店

一王眼建

竺呪一木筑

製

作所

猛

栄

栄治
凉弓一可 v

光則
てラ ぞぅ

辰三

みつ子
アヨ干 雰

健男

忠

千秋
びぢ一弓 諄

弘海

赤浜776

島名1,430-3

秋山570-1
…'

安良川679

島名2,018-4島名2,018-4

大和町4-27

島名1,109

呼詞
￥齢鵡”
金沢清さん
（島名）

:錨
巽卜

根

＝上
に二I

本

田

上手綱1,752

上手綱234 2

欝

鮮

べ

魚店

ニヤ店

神

浅
一
堀

長
一
井
田

由美子

良夫

静雄

有明町2-77-］

東本町1-36
山崎昭治さん

（高浜町）

村田純一さん
（大和町）

本町1-8

大和町4-23

酒類販売
住設設備村田 純

〃よ

昭

一
で
轌
個

逵侶

山崎

金沢

角 鈴 高浜町3-62
建築業烏名2,129-74

錘蕊
識…

山

安

菊

惠美子
と E 万干

敏一
き 瓦 写

欣也

主 婦 下手綱1,973-7川
一
原
池

蕊家具‘贈答品店

建築業

春日町l-7

高浜町3-103
菊池欣也さん

（高浜町）

安原敏一さん
（春日町）

山川恵美子さん
（~|ﾏ手綱）

１
ｊ

ｒ
Ｏ
Ｕ
』
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WATCHING
●

－

I

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
図
を
「
人
口
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
」
と
い
い
、
人
口
の
年
齢
別
分

成
布
状
況
を
見
る
場
合
に
使
わ
れ
ま
す
、

構
代
表
的
な
形
と
し
て
は
、
純
粋
な
ピ

Ｔ
Ｉ
画
？
ラ
ミ
ッ
ド
型
、
釣
り
鐘
型
な
ど
が
あ

氏
」
り
ま
す
が
、
本
市
の
形
は
、
か
ぶ
と

＃
蕊
〃

型
あ
る
い
は
ア
コ
ー
デ
オ
ン
型
で
、

￥
〆
鶏
盟
縣
以
服
窯
購
成
と
ほ
ぼ

可
〃
こ
の
形
の
特
徴
は
、
約
二
五
年
の

２
“

間
隔
で
凸
凹
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
、

恢
叱
画
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
三
一
年
か
ら
二
四
年

人
生
ま
れ
の
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
、

昭
和
四
六
年
か
ら
四
九
年
生
ま
れ
の

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
年
齢
層
が

突
出
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
二

侭
〕
○
二
五
年
ま
で
の
日

勢

階
級
別
人
口
構
成
に
つ
い
て

、
下
の
図
の
と
お
り
と
な
っ

は
、
五
年
に
一

こ
の
国
勢
調
査

調
査
も
い
ろ
い

標
と
し
て
生
か

コ
ー
ナ
ー
で
は

使
っ
て
ま
ち
の

’

人
鍋
雛
岬
職
蝿
鯛

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
一
五
歳
未

満
」
を
年
少
人
口
、
「
一
五
歳
以
上

六
五
歳
未
満
」
を
生
産
年
齢
人
口
、

そ
し
て
「
六
五
歳
以
上
」
を
老
年
人

口
と
呼
ん
で
三
つ
に
分
け
る
も
の
で

す
。

現
在
、
社
会
の
大
き
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
る
高
齢
化
社
会
は
、
総
人

口
の
中
で
三
区
分
別
人
口
の
う
ち
の

老
年
人
口
の
占
め
る
割
合
が
増
加
す

で
山
や
谷
を
埋
め
な
が
ら
矩
形
化
し

て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

年齢別人口構成(平成7年↑月，日現在）

ｊ
上
弘
明
馴
刃
刈
的
餌
弱

歳
以
一
一
一
一
一
一
一
一

く
５
０
５
０
５
０
５
０
５

９
９
８
８
７
７
６
６
５

Ｊ人
２

く

熱ｰ.

零
1側

稚
戸宜藤
麹
伽
↓
刀
州
ゞ
嘩
輕
細
誌

ｉ
壷
蠅
壷
－
１

鍵
一
一
一
一
冠
麩

》

鍵
：
Ｉ

’ 1,255 鱗
1,346…
1,489 1鍵
1, 194 i l
992 1
β83 1 1

1 ,180 ↓ i l
鰯灘蝋職溌｜
i;雛蝋職驚職IIIII
職郷赫職｜
織繍職

４
９
４
９
４
９
４
９
４

５
４
４
３
３
２
２
１
１
９
４

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

戸
《
戸
戸
戸
《
《
一
戸
一
戸

０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０

５
４
４
３
３
２
２
１
１

鐘
竺r一.一一一

↓
次
回
は
、

就
業
者
数
］

グ
で
す
。

る
こ
と
を
い
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
総
人
口
に
占
め
る
老
年
人

口
の
割
合
は
一
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
県
平
均
の
一
三
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
を
上
回
り
、
高
齢
者
の
比
率
が
高

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
六
五
歳
以
上
の
老
年
人
口

数
は
、
男
性
が
二
，
一
七
五
人
、
女

性
が
三
，
一
二
八
人
で
女
性
の
方
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
男

女
の
平
均
寿
命
の
差
に
よ
る
も
の
の

ほ
か
、
先
の
大
戦
に
よ
る
影
響
が
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

戦
後
五
○
年
を
過
ぎ
て
、
当
時
の

姿
が
だ
ん
だ
ん
薄
れ
つ
つ
あ
る
今
日

で
す
が
、
こ
の
人
口
構
造
か
ら
は
、

は
っ
き
り
と
当
時
の
影
響
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。I

蕊

”
Ｅ
岬
一
密

［
産
業
（
１
）
産
業
別

の
デ
ー
タ
ウ
ォ
ヅ
チ
ン

職
《
又
〕
《
ｕ
〕
、
』
“
戸
局
》

乱

哩

塑

汽

睡

￥

一

苛

擁

峰

狗
〆
』
郡
い
ふ
学
“
（
爽
轡

砿
等
獅
言
￥’

1 ,500 1,000

＊年齢不詳26 （男13,女13

1 ，000 1 ，500

(茨城県常住人口調査）

ー

南励薑iii宰榊
･･････，･････････~I=J･｡･･1℃？ ■ ：

■ 。 ■

このコーナーでは、

料館に寄託、寄贈さ

生活用具や農耕具な

介していきます。

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

こ
の
鬼
馬
鍬
は
昭
和
一
一
一
七
、
三
八
年
の

こ
ろ
に
新
し
く
作
っ
た
も
の
な
ん
で
す
が

翌
年
に
は
耕
運
機
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た

の
で
結
局
一
回
も
使
っ
て
い
な
い
ん
で
す

よ
。
鉄
の
つ
め
の
部
分
は
錆
び
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ほ
か
は
と
っ
て
も
き
れ
い
で

し
よ
。あ

の
こ
ろ
か
ら
も
う
三
○
年
も
た
つ
ん

で
す
ね
。
今
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
だ
の
コ

ン
バ
イ
ン
だ
の
と
手
や
足
を
汚
さ
な
い
で

も
米
が
作
れ
る
よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
本

当
に
便
利
に
な
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
寂

し
い
気
も
し
ま
す
ね
。

私
は
じ
つ
ち
鈴

あ
と
思
っ
た
り
し
ま
し
た
ね
。
こ
の
馬
耕

も
鬼
馬
鍬
も
馬
に
引
か
せ
て
使
う
道
具
で

馬
の
手
綱
を
持
つ
人
と
道
具
を
持
つ
人
の

最
低
一
一
人
い
な
い
と
で
き
な
い
ん
で
す
。

私
は
じ
っ
ち
ゃ
ん
や
息
子
と
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
日
が
沈
む
ま
で
仕
事
を
し
て
い
た

拳』

;
罵織

轡

窒

霧‘

灘臘方をiゴ
可
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１
８
８
２
年
・
明
治
巧
年
…
明
治
ｎ
年
に
置
か
れ
た
太
田
警

高
萩
警
察
署
に
昇
格
。

１
９
０
６
年
・
明
治
調
年
…
松
岡
文
学
会
設
立
。
会
誌
「
天

１
９
１
８
年
・
大
正
７
年
…
高
萩
郵
便
局
で
は
、
国
庫
金
や

扱
い
に
加
え
電
話
交
換
事
務
を
開
始
す
る
。

１
９
５
４
年
・
昭
和
羽
年
…
大
北
川
林
道
（
現
在
の
県
道
北

全
線
開
通
す
る
。

……§

戯
今年度入学した新1年生は、小

学校が394人、中学校が529人でし

た。入学式の日は、小雨まじりの

天気でしたが、会場からは元気な

声が響いていました。また、小学

校では昨年に引き続いて市から真

る
＃
こ
の
月
は
、
こ
ん
な

新しいランドセルが贈られました。

なお、君田小学校では前日の4月

6日嗣に入学式が行われました。

q高萩小学校で行われた入学式
察
署
高
萩
分
署
が
、

茨
城
大
子
線
）
が
、

籟
」
発
行
。

簡
易
保
険
の
取
り

こ
と
が
あ
り
ま
し
た

I|山の上で楽しいスキー教室

山形県天元台スキー場で行われ

た少年スキー教室には、 45人の子

どもたちが参加しました。バスの

終着所からロープウェーを利用し

て登るこのスキー場は、標高1,

350m。まだまだ冬の寒さが続き、

当日はガスや吹雪まじりの悪天候

となりましたが、参加したみなさ

んは、指導貝の先生といづしょに

元気に斜面を滑り降りていましたc

ｰ〆

小型動力ポンプ積載車の配置と
つめしょ

分団詰所兼車庫が新築
ん
な
組
織
で
す
か
］

’
’
七
年
目
を
迎
え
る
団
体

修
練
、
奉
仕
、
友
情
を
信

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

人
の
会
員
で
五
つ
の
委
員

よ
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
］

前
に
策
定
し
た
『
高
萩
の

一
一
一
世
紀
プ
ラ
ン
」
に
沿

ｌ
海
と
山
を
活
用
し
た
若

|I
消防第1l分団（赤浜）に、新し

く小型動力ポンプ積載車が配置さ

れ、合わせて車庫と詰所を兼ねる

施設も新築されました。火災の発

生に対しては、迅速な初期消火が

とても重要です。その役割を担う

地域消防団の施設が今回整備され

たことにより、地域のみなさんの

生命と財産を守る消火活動に大き

な期待が寄せられています。

ーP’

者
の
集
う
ま
ち
づ
く
り
ｌ
を
め
蝿

ざ
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
親

子
で
楽
し
く
自
然
に
親
し
む
こ

と
の
で
き
る
よ
う
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
行
う
予
定
で
す
。

［
今
後
の
抱
負
は
］

変
化
し
て
い
る
時
代
を
的
確
に

と
ら
え
、
若
者
ら
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
ね
。

"U|
新規採用や他の市町村から異動麺
してきた先生など20人が参加して三…

隙溌臆騨鯨漁協

鑿職菫灘

学校の先生が郷土の姿を学ぶ
一一､芦"一

会議所が主催した昨年の「

ロムナード・ フェスニ一
岬"‘

タ'94｣での

麹
スト’

期剛蝿

識狼 蕊寺

麹

%今
晶扣

壁
蝿可 喝 』 抑』 I

篝
＝

か、松岡城跡や穂積家など町

の産業や歴史について熱心

に学んでいました。

測綱 辮譲糟…

殿

驚蕊鶏
… ． ￥癖轆鳴謹驚鷆

▲長久保赤水について学ぶ参加者のみなさん

蝿 M卿釧ｼ” ？

傭："恥 峨胤繊灘

臺議一
I

i＃郷伽附鋤《



篭診訟泳｡ぷ毎:'シ葱?ン
●市役所壷23-2111 （代）

●テレフォンサービス

壷23-1151

a23-1152。:濤譲(第'鶴）
●国民健康保険税（第1期）

●軽自動車税（全期）

●国民年金（5月分）

／
ア

人

、 、雪…曾鍾"

5月31日は (水） までにお忘れなく。 l－
L－秋税務課内線204

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
を

受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
一
回
、

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
、
現
況
届
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
況

の
内
容
は
、
６
月
１
日
㈱
現
在

の
内
容
に
な
り
ま
す
。
こ
の
届

け
出
を
し
ま
せ
ん
と
、
６
月
以

降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
６
月
即

日
㈹
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
次
の
よ
う
な
人
は
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
平
成
７
年
１
月
１
日
現
在
、

高
萩
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
な
か
っ
た
人
は
、
１
月
１

◆
と
き
６
月
４
日
側
午
前

旧
時
か
ら
。
雨
天
の
と
き

は
、
７
月
２
日
⑧
。

◆
と
こ
ろ
笠
松
運
動
公
園
球

技
場

３
歳
未
満
の
子
の
▼
養
育
者
が
対
象
で
す

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は

現
況
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い

５
月
盟
日
㈲
ま
で
に

心
身
障
害
児

に
参
加
く
だ
さ
い
ス▼

申
し
込
み
く
だ
さ
い

｜
梱
種
痒
識
岬
蠕
嚥
評
錨
催
瀝
喰
心
一

児
童
手
当
の
請
求
手
続
き
を
忘

れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

今
年
は
、
３
歳
未
満
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る

人
は
、
急
い
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
福
祉
事
務
所
内
線
ａ
ｓ
巳

日
現
在
の
住
所
地
の
市
町
村

か
ら
児
童
手
当
用
の
所
得
証

明
書
（
平
成
Ｂ
年
中
の
内

容
）
の
発
行
を
受
け
て
、
現

況
届
と
い
っ
し
ょ
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
勤
務
先
か
ら
の
年
金

加
入
証
明
書
が
必
要
で
す
。

◆
募
集
人
員
市
内
に
居
住
す

る
心
身
障
害
児
㈲
窃
人
。

◆
参
加
費
無
料
。

◆
締
切
り
５
月
距
日
側
ま
で
。

●
福
祉
事
務
所
内
線
ヨ
三
コ

ボ
ー
ツ
の
集
い

ー

市
で
は
、
昭
和
別
年
度
か
ら

国
土
調
査
法
に
基
づ
い
て
、
地

籍
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
一
筆
ご
と
の

土
地
に
つ
い
て
、
所
在
や
地
番
、

地
目
、
面
積
、
所
有
者
を
明
確

に
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
、

平
成
７
年
度
の
地
籍
調
査
は
、

有
明
地
区
で
、
次
の
地
域
に
な

り
ま
す
。

◆
有
明
町
１
丁
目
と
Ｂ
丁
目
の

一
部

◆
高
浜
町
２
丁
目
の
一
部

◆
肥
前
町
１
丁
目
の
一
部

な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、
境

〆
、
い

界
の
杭
（
杭
が
打
て
な
い
場
合

び
ょ
う

は
、
鋲
や
マ
ー
ク
。
以
下
同
じ
）

高
齢
者
の
専
用
の
部
屋
を
増

築
や
改
築
な
ど
を
す
る
場
合
に
、

必
要
な
経
費
の
貸
し
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
金
は
、
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
に

よ
る
も
の
で
す
。

◆
貸
付
の
対
象
者
自
分
の
親

行
い
ま
す

地
籍
調
査
は
▽
国
土
調
査
法
に
星
づ
い

有
明
地
区
で
地
籍
調
査
を

資
金
貸
付
制
度
を
利
用
く
だ
さ
い

６
月
訓
日
園
ま
で
に
▼
申
し
込
み
く
だ
さ
い

高
齢
者
の
住
宅
整
備
に
は

､戸

を
確
認
し
ま
す
。

◆
黄
色
の
杭
な
ど
：
・
長
狭
物

（
市
道
や
農
道
、
水
路

な
ど
）
の
境
界

◆
赤
色
の
杭
な
ど
…
個
人
の
境

界
族
で
あ
る
帥
歳
以
上
の
高
◆
締
切
り

齢
者
と
同
居
し
て
い
る
人
。
●
福
祉
事
塞

ま
た
は
、
同
居
し
よ
う
と

一

す
る
人
。

度
、

◆
貸
付
限
度
額
二
戸
当
た
り

２
，
２
６
４
，
０
０
０
円

◆
貸
付
条
件

①
貸
付
利
率
３
％

て
行
い
ま
す

予
〆

ま
た
、
測
量
の
た
め
の
基
準

の
杭
（
青
色
の
杭
）
を
打
ち
つ

け
ま
す
の
で
、
杭
を
抜
い
た
り
、

他
に
移
動
し
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
の
所
有
地
に
立

ち
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

格
別
の
ご
配
慮
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
農
林
課
内
線
４
５
ｓ

②
償
還
方
法
元
利
均
等
月

賦

③
償
還
期
限
旧
年
以
内

④
保
証
人
連
帯
保
証
人
２

人
。

◆
締
切
り
６
月
釦
日
陶
ま
で
。

●
福
祉
事
務
所
内
線
。
ｓ
ｓ

ﾉノ
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ここが『楽しく遊ぼうみんなの広場』の会場です。

錨中
央
跨
線
橋

磯
道
跨
線
橋

ニーパークハーモ

種
●
９
９
１
△
９
ｇ
ｐ
８
■
ｑ
ｃ
ｑ
↓◆旱

東
タ
ク
シ

ー
駐
車
堤

JR宿舎畳樫
店村

［
陸
茨城銀行
一

明治生命

金
剛

白
土
医
院

ビ小
ル林

モードI
プルミエ

友
達
と
い
っ
し
ょ
に

Ｓ
月
田
日
㈲
は
▼
ハ
ー
モ
’
’
１

国 森
設
計

金
沢

鮮
魚
店

東
本
町

郵
便
局

ネ
モ

小
鳥
ネ
モ

小
鳥 み

ん
な
の
広
場

立
花

医
院 一

罐
仁

Ｉ日
本

生
命 ①

■ q 二 ■ ■ ｡ ■ D－－－－一－－－－

一
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｅ
－
Ｌ
Ｆ
Ｌ

呂
「
叩
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

一
交
通
規
制
に
な
り
ま
す
。

◆
も
よ
お
し
も
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

ス
ト
ー
ン
ク
ラ
フ
ト
、
竹

后
細
工
、
ゲ
ー
ム
な
ど
。

●
教
育
委
員
会
、
生
涯
学
習
課

「
’
’
’
三
「
恋
闘
ｌ
州
印
コ
イ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

「
瞬
諦
娠
皿
蛙
蛭
恥
周
姉
醒

行
い
ま
す
。

◆
と
こ
ろ
駅
東
の
ハ
ー
モ
ニ

声
◆
交
姻
禍
制
》
辻
岬
翻
切
需
擁

－司

◆おしんな

に
集
ま
ろ
う

パ
ー
ク
で
遊
び
ま
し
ょ
う

一

コ
コ
「
三

第
創
回
楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ｊ

と
き
５
月
副
日
旧

の
広
場
で
は
、
も
り
だ
く
さ

の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
を
用
意

て
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

川
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
。

東小学校
く駐車場＞

午
エ

目リ

塗日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
５

月
を
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月

間
と
し
て
、
全
国
的
に
「
赤
十

暮
ら
し
の
な
か
で
、
役
所
の

仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
、

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
役
所
に
相
談
し
た
い
が
、

ど
こ
の
窓
口
に
い
け
ば
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」
「
役
所
に
苦

情
を
言
い
た
い
が
、
直
接
は
出

向
き
た
く
な
い
」
「
苦
情
を
申

「
赤
十
字
社
員
」
増
強
運
動
が

始
ま
り
ま
し
た

５
０
０
円
以
上
の
▼
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

５
月
四
日
日
か
ら
訂
日
出
は
▽

問
題
解
決
の
た
め
に

ダジイ

相
談
に
あ
た
り
ま
す

球状を作ったスダ

な綿あめのようで

、肉厚の葉たちは

U)

■す｡突然吹く風に､肉厚の葉たちは
ザワザワと、いっせいに語りかけます。

安良川の大山和哉さん宅にあるこのス

ダジイは、樹齢約300年。幹回りは約3

メートル、高さも約15メートルと、周囲

の建物をはるかに超えています。

「この木は、我が家の内神様の神木と

して、代々粗末にしないようにと心がけ

てきました。私の幼いころ、秋になると

町内の子どもたちといっしょに、朝早く

からシイの実拾いを楽しんだものです。

火であぶって食べた味が思い出されま

す」と大山さんO "

この木は、道路

に面しているため、

繁茂の状態を見て

は枝が切られるの

で､下枝がありませ

ん。それに替わる

かのように、幹の

表面にはシノブが、

根元にI鱸やツゲ
が寄り添うように

根づいています。
$…

…'

字
社
員
」
の
増
強
に
努
め
て
い

ま
す
。「

赤
十
字
社
員
」
と
は
、
赤

し
出
た
が
、
そ
の
措
置
に
納
得

で
き
な
い
」
…
。

こ
ん
な
と
き
は
、
行
政
相
談

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
行

政
相
談
委
員
は
、
役
所
の
仕
事

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｒ
、
公
団
な
ど

が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
や
要
望
を
み
な
さ
ん
か

舂
の
行
政
相
談
週
間
で
す

鈴
木
清
さ
ん
Ｉ

｜
謹
誤
遡
一
‐
四

十
字
が
行
う
人
道
的
な
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
毎
年
５
０
０

円
以
上
を
拠
出
し
て
く
だ
さ
る

み
な
さ
ん
の
こ
と
で
、
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。
今
年
も

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
福
祉
事
務
所
内
線
。
ｓ
⑤

ら
聴
い
て
、
中
立
で
公
平
な
立

場
か
ら
問
題
解
決
の
た
め
に
相

談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

常
に
相
談
を
受
け
付
け
て
お

り
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

＊
高
萩
市
の
行
政
相
談
委
員

●
茨
城
行
政
監
察
事
務
所

念
口
皀
ヨ
ー
棚
１
コ
。
４
フ
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ｌ石
田

建
材
店

土木事務所
跡地

く駐車場＞

東幼稚ロ



捲畿鍵園談識
F★市役所恋23-2111★
●行政相談

‘ 5月11日㈱午後1～3時／市民

相談室/18日嗣は市民センター

／鈴木清相談員 （下手綱盆

-22-2095)秘書課内線251

●人権相談（敬称略）

北畠暢男…本町猛22-2851

鈴木廣美…上君田恋28-0103

原口咲子…春日町a22-3286

大平喜美子･ ･ ･本町壷22-4128

岡野邦弘…上手綱恋23-2525

“／市民課内線221

●交通事故相談

5月17日㈱午前1O～午後3時／

市民相談室/生活環境課内線362

＊この日以外は中央交通事故相

、談所へ｡平日午前9~午後4時30分

／水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎

3階念0292-25-2803内線2370~1/

弁護士相談は水曜日午後1-3時。

●年金相談

・常陽銀行高萩支店丑22-2160…

毎月第2金曜日午前10～午後3時。

安良川

春日町

高浜町

の調査地区は、東本町です。

有明町

､雫鐸鴛調査』 5月

◆
と
き
６
月
肥
日
㈲
か
ら
旧

日
鬮
ま
で
の
５
日
間
。
午

前
ｇ
時
釦
分
か
ら
ｎ
時
釦

分
ま
で
。

◆
と
こ
ろ
市
民
体
育
館

◆
対
象
満
３
歳
か
ら
５
歳
の

子
と
親
。

◆
募
集
人
員
釦
組
（
帥
人
）
・

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

親
子
健
康
体
操
教
室
に

参
加
く
だ
さ
い

子
と
親
▼
釦
組
募
集
し
ま
す

農
協
椎
せ
ん
の
委
員
が

〃
凄
わ
り
ま
し
た

下
山
田
至
孚
さ
ん
が
▼
農
業
委
員
に
な
り
ま
し
た

下山田至孚さん

（上手綱）

選
。

◆
参
加
費
１
，
０
０
０
円

◆
申
込
５
月
釦
日
㈹
か
ら
Ｂ

月
６
日
㈹
ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
。

●
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
丑
閉
１
勺
桐
ヨ
ー

茨
城
ひ
た
ち
農
業
協
同
組
合

の
理
事
の
改
選
が
Ｂ
月
に
行
わ

れ
、
同
農
協
の
推
せ
ん
を
受
け
、

新
た
に
下
山
田
至
孚
さ
ん
が
、

農
業
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま

ー

茨城銀行高萩支店盆22-2()28･“

5月26日囹午前10～午後3時。

茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店
◆
と
き
７
月
２
日
⑪

◆
と
こ
ろ
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ

◆
参
加
資
格
市
内
に
居
住
、

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
。

◆
競
技
方
法
旧
ホ
ー
ル
ズ
・

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
（
新

ペ
リ
ア
方
式
）

◆
定
員
１
６
０
人
（
先
着
順
）

し
た
。今

後
は
、
こ
れ
ま
で
の
囚
人

の
農
業
委
員
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、

市
の
農
業
行
政
の
中
心
的
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

任
期
は
、
平
成
ｇ
年
４
月
四
日

ま
で
で
す
。

●
農
業
委
員
会
内
線
４
４
畑

受
け
付
け
は
▼
５
月
陥
日
㈹
か

第
旧
回
高
萩
市
民
ゴ
ル

参
加
し
ま
せ
ん
か

F日午前9~午後4時〔盆22-3617

●司法書士相談

毎月第2水曜日午後l～5時／

茨城司法書士会盆0292-25-0111

●悪質商法相談冠0292-27-7379

●茨城いのちの電話…24時間

、盆0298-55-1000ー
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■玉口忠
韻

◆
プ
レ
イ
費
（
食
事
代
を
含
む
）

１
Ｂ
‘
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

◆
参
加
費
２
‐
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

◆
申
込
５
月
旧
日
㈹
か
ら
参

加
費
を
添
え
て
市
民
体
育

館
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
へ
。

●
教
育
委
員
会
内
高
萩
市
体

育
協
会
査
閉
Ｉ
イ
ィ
コ
勺

◆
と
き
５
月
即
日
㈹
午
後

１
時
か
ら
Ｂ
時
ま
で
。

◆
と
こ
ろ
市
役
所
１
階
市
民

繊鐵
ところ ’

体無
料
の
法
律
相
談
を

操
な
〆
や
迩
迩
逼
勧
零
是
を
感
じ
患
鍛
逼
あ
途
．
た
母

、
、
、
、
韻
、
、
、
段
段
》
一
、
》
、
、
韻
段
段
誤
段
段
、
韻
》
ｎ
段
段
段
段
段
、
韻
『
》
誤
段
段
段
段
、
韻
ｎ
段
段
段
段
段
鐺
、
哨

に
あ
わ
廷
て
や
感
心
く
体
を
動
か
し
で
認
患
せ
ん
か

行
い
ま
す

相
談
日
は
▼
５
月
別

フ
大
会
に

ら
で
す

活動日と講師

火曜日午前10時30分～12時
市民体育館 ’講師：戸井田郁子さん

駒形集会所

（安良川）

金曜日午後7時～8時30分

講師：佐川信子さん ’
朝香集会所

（上手綱）

水曜日午後7時～8時30分

講師：諸沢洋美さん手さび

相
談
室

◆
費
用
無
料

◆
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会

の
弁
護
士
。

◆
定
員
５
人
。
１
人
約
印
分
。

◆
申
込
５
月
劉
日
㈱
か
ら
由

日
附
ま
で
に
お
電
話
で
ど

う
ぞ
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

●
秘
書
課
内
線
三
三
三

島名集会所
日曜日午後7時～8時30分

講師：福地直美さん
6 日

脚
で
す

月の休みは

4日（日）、 10日(土)、

11日（日）、 18日（日）、

24日(土)、 25日（日）

花貫クリーンセンター

a22-4318

*間合鋸隷:伊藤ミサ子さん1 "窓23字3479

口
リ
ズ
￥
ム

【
》

1l41



捲議相談を。
丙★市役所盆23-2111★
●子ども(小・中学生）相談

教育委員会学校教育課丑23 1135

●健康・育児相談

毎週月曜日午前9～11時／保健

センター恋24-2121

●なんでも食事相談

奇数月の第3月曜日午前10時～

午後3時／電話予約を。保健セ

ンター恋24-2121

●ことばの教室

高萩小学校狂23-4240

●心配ごと相談

毎週木曜日午後l～3時／市民セ

ンター/社会福祉協議会内線354

●家庭児童相談

毎週火曜日午後l～3時／市民

センター／福祉事務所内線352

●身体障害者相談員(敬称略）

椎名修…安良川s24-1314

郡司寅松…上手綱恋23-0687

鈴木康彦…石滝冠23 4316

●精神薄弱者相談員(敬称略）

､沼田うた子…東本町狂22-3324

●補装具の巡回相談

5月26日(金)午前9～12時／市民

センター／障害者手帳と印鑑の

～用意を。福祉事務所内線353

●精神保健相談（予約制）

6月7, 14,21,28日の水曜日｡午

朴後l～2時/日立保健所(日立市

助川町2-6-15a0294-22-4188)

●少年の悩みごと相談

恋0292-31-0900

樋渡医院

石医院

岨

妬

第
Ｂ
回
中
学
生
と
高
校
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
Ｂ

月
に
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
み

な
さ
ん
の
手
作
り
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
計
画
し
て
み

い
じ
め
や
体
罰
、
学
校
へ
行

か
な
い
な
ど
の
子
ど
も
を
め
ぐ

る
人
権
が
、
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
代
を
担

う
子
ど
も
の
人
権
を
積
極
的
に

守
り
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
（

市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
人
権
擁
護
委
員
が
、
無
料
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

募
集
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
▼
進
め

人
権
擁
護
委
員
の
日
は
▼
６
月
１
日
㈱
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
が

無
料
で
相
談
に
の
り
ま
す

ま
せ
ん
か
。
そ
の
実
行
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
開

催
日
Ｂ
月
２
日
㈱
か
ら
４

日
勤
の
２
泊
３
日
。

の
秘
密
は
、
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

そ
の
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
Ⅱ

ペ
ー
ジ
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
、
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
「
子
ど
も

の
人
権
を
守
ろ
う
」
を
重
点
目

標
に
掲
げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
市
民
課
内
線
三
三
勺

､ー

実
行
委
員
を

て
み
ま
せ
ん
か

◆
活
動
日
６
月
中
旬
か
ら
７

月
下
旬
の
毎
週
１
回
。

◆
と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー

◆
募
集
人
員
市
内
に
居
住
、

ま
た
は
通
学
し
て
い
る
高

校
生
印
人
。

◆
参
加
費
無
料
。

◆
申
込
５
月
訓
日
伽
ま
で
。

●
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
線
。
三
４

茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金
の

教
育
ロ
ー
ン
を
利
用
し
ま
せ
ん

か
。◆

対
象
者
市
内
に
１
年
以
上

居
住
し
、
労
働
組
合
の
な

い
中
小
企
業
な
ど
に
勤
務

し
て
い
る
人
。

在
学
中
は
▼
利
子
補
給
を
行
い
ま
す

労
働
金
庫
の
教
育
□
ｌ
ン
を

利
用
く
だ
さ
い

ー〆

プロムナードフェスダ罵蝿

☆ところ

ニーパ

＊雨天

市民

☆時間午

後2時

☆参加料

午

◆
融
資
額
最
高
３
０
０
万
円

◆
返
済
期
間
旧
年
以
内
。

◆
金
利
年
４
．
Ｂ
％
（
変
動
）
、

年
５
．
Ｂ
％
（
固
定
）
。

た
だ
し
返
済
期
間
が
５
年

以
内
の
も
の
や
分
割
融
資

は
固
定
金
利
。

舞急嵩流篶
qD

店者

口
← 牡)高萩青年会議所では、昨年に引き続き高萩市の

PRとイメージアップに活躍できる高萩市を愛する

女性高萩小町を募集しています。

☆対象者市内に居住、 または勤務する18歳以上の

独身女性。ただし高校生は除きます。

☆人数 2人。

☆活動日年間を通じて指定する日 （7日程度)。

☆副賞旅行クーポン券(10万円相当）

☆選考 6月18日 （日）、高萩市商工会館にて、書

類と面接にて選考。

☆応募方法履歴書に写真2枚（全身と半身）を添

えて、下記あて郵送または持参。

☆締切り 5月31日（水） まで。当日消印有効。

★申し込み先、問い合わせ先柚高萩青年会議所
としひろ

票艫撫脈,‘捕平躍鰹蝋

月11日（日）

駅東のハーモ

ーク

のときは、

体育館。

前10時から勺

まで。

1区画500円◆
利
子
補
給
在
学
中
は
、
子

ど
も
一
人
当
た
り
１
０
０

万
円
の
融
資
額
に
対
し
、

年
１
％
の
利
子
を
補
給
。

●
商
工
観
光
課
内
線
４
巳
三

●
労
働
金
庫
磯
原
支
店

窓
岨
‐
ロ
コ
三
三

で先着100区画ま でc

申請書に記

え、参加料を

☆申込方法

入のう

そえて5月15日（月）

高萩市商工会

"､O

工会青年部

a22-2501

までに

青年部

★高萩市商

IﾉfノノノゾルノI"仏/iﾉ仏ﾉﾉｿﾞﾉノ
15

＝’ ｜己
聖
日
よ
う
当
雲
垂
で
す
↑

11日

大和町恋22-2137

大和町丑22-2235

大和町B22-2202

東本町恋23-1711



星淵
愈熱

繩
一
剛 證鰯冊蛎製雷噸鴎帽以内

礎瀧熟職熟霊手擁鰯鑪驍里黙鮮
E燕罷|問い合わせ先| :駕辮議弓M鴎: :::鰯蝋；

ヘハ

● O

b ざ

シ

資格

|子どもが生

d U

加入する要件 取得日 用意するもの／

／
／

／

’険
|の

'加入

#樋

子どもが生れたとき まれた日 出生届、 国民健康保険証、

高萩市の住民と 鑑

なったとき 他市町村 から転入し 高萩市の住民となった日 前の市町村からの転出証明書、
’ 手続 市
民
課

てきたとき 主の健康保険証、印鑑
〈
云社などを退職､また 勤め先などの健

やめた日の翌日

先などの健康保険離

または退職証明書、

健康保険証、印鑑

職場の健康保険

をやめたとき

生活保護を受け
なくなったとき

は勤め先の被扶養と

ならなくなったとき 主の健康保険証、

生活保護が終わ

とき

生活保護が終わ’った つた日 保護

の健

廃止決定通知書、世

康保険証、印鑑
へ
ど
う
ぞ

L F

I

ヨ

－。

頑閲
資格喪失日 意するもの

ず
…
の
雌
愈

とき 死亡した日の翌日 死亡届､国民健康保険証、
市の

なっ

○

へ転出した他の市町村へ転出した

の翌日

J
険証、印鑑

Ⅲ

とき 内線

222

ヰバ零

…
挫
蠅
‐
Ｊ

難
畷
曙
一

証
乍
職
鑑
一

I
などに入社､扶養

して勤め先の健

険に加入したとき

勤め先などの健康保険

加入した日の翌日

険証、勤め先

証、印鑑

１職場

に加

護を受け生活保護を受け始め

になったたとき

生活保護を受け

ることになった

とき

保護が開始された

ニ ニ

F 一ﾗｰｰｰ

ﾄ文化金銀
に一上一一, ） h翼L:
文化会館

文
ﾛ が始まります｜

彦ﾎ毒ﾙの工事園
第14回市民ギャラリー

化会館ガイド
7411盆23-

《
』 q』

文化会館ホールの舞台吊り物

の工事や音響工事を6月から10

月上旬まで行います。そのため

この期間中は、利用できなくな

りました。

ただし、会議室については、

これまで同様に利用いただけま

す。利用者のみなさんには、ご

迷惑をおかけしますが、よろし

くお願いします。

灘
》
一
》
》
》
》
評
鍔
塞
霊
毒
恥
蕊
韓
澪
睡

5月12日圏~岬日旧）蕊
★

篝

＊時間･ 12日(金)と13日(土）

午前9時から午後5時まで。

･ 14日（日）

午前9時から午後3時まで。

＊ところホワイエ

◎主催第14回市民ギャラリー実行委員会と

文化会館

鴬
｜

’

｜

’灘灘

繋謬､ ☆まちのなかの行事☆

5月21日（日） 第21回楽しく遊ぼうみんなの広場
…駅東のハーモニーパーク

6月1日(木)～6日（火）第48回珂北高等学校野球大会…市営野球場外

16



一

一 ～

〆 、

蜜 剛
，
窓

今
年
度
か
ら
地
域
ケ
ァ
シ
ス
テ
ム

推
進
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
保
健
・

福
祉
・
医
療
な
ど
の
関
係
者
が
集

ま
っ
て
在
宅
ケ
ァ
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

地
域
全
体
で
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
寝
た
き
り
老
人
や

重
度
心
身
障
害
者
の
一
人
ひ
と
り
に

対
し
、
民
生
委
員
や
保
健
婦
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

卜－

親と子のふれあい

青少年相談員協議会会長

鈴木栄さん（赤浜）

学校へ通い始めた子どもたちは、

新しい環境にも、やっと慣れてき

たころでしょうか。

この季節になると流行病として、

「五月病」がよく話題になります。

受験戦争を通り抜けて学生生活を

迎えて、何か無気力になってしま

う状態が出るのが5月ごろなので、

この名前がつきました。

一生懸命にわき目もふらずに頑

張って入学したものの、一体自分

は何の目的で入ったのか分からな

くなり、不安になるのも不思議で

はありません。

そんな社会状況の中で、親の手

に負えない子どもたちが少なくあ

りません。親の過保護に包まれて

育った子どもたち。また、親の干

渉し過ぎに対する反発や、親の無

関心など、全体の中ではまだ少な

い現象かも知れませんが、非行の

低年齢化、悪質化も大きな社会問

題になっています。

このような状況を、私たち一人

ひとりが考えるとき、親と子の関

わり方、そして親子の深い愛情が

あってこそ、豊かな人生を歩むこ

とができるのではないでしょうか。

子どもたちの幸せは、親の幸せ

でもあります。家庭を明るく、感

謝の心を持って協力し合い、地域

地域ケアシステム推進事業

福祉事務所内線353

で
在
宅
ケ
ァ
チ
ー
ム
を
つ
く
り
ま
す

こ
の
中
か
ら
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
呼
ば

れ
る
人
が
選
ば
れ
、
援
護
が
必
要
な

み
な
さ
ん
（
家
庭
）
と
の
パ
イ
プ
役

と
な
っ
て
チ
ー
ム
の
調
整
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動

の
拠
点
と
な
る
の
が
ケ
ァ
セ
ン
タ
ー

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
本
市
で
は
社

会
福
祉
協
議
会
内
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
専
門
職
員
（
地

域
ケ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
が

在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
の
全
体
的
な
活
動

状
況
を
掌
握
し
、
各
種
相
談
や
指
導

助
言
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
高
齢
化
へ

の
対
応
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ

る
人
も
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
り
、
地
域

福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
て
効
率
的
で

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
お
う
と

す
る
も
の
が
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推

進
事
業
で
す
。

聯

鱗
ｰ〆

識鍼
｢ 1

毒rf蕊I
一

》国

20歳になったら国民年金
盾雪
、言一一一

二
○
歳
以
上
六
○
歳
未
満
で
日

本
国
内
に
住
所
の
あ
る
人
は
、
す

べ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
は
、

す
べ
て
の
国
民
に
共
通
の
「
基
礎

年
金
」
を
支
給
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
そ
の
費
用
を
国
民
年
金
の
加

入
者
で
あ
る
被
保
険
者
で
公
平
に

負
担
し
て
い
く
制
度
だ
か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
自
営
業
の
人
は
も
ち

ろ
ん
、
会
社
員
や
大
学
生
な
ど
も

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
あ
な
た

の
お
子
さ
ん
は
、
二
人
と
も
二
○

歳
以
上
で
す
か
ら
、
早
速
、
加
入

の
手
続
き
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
，
一
か
月
一
弓
七
○

○
円
で
、
被
保
険
者
は
、
こ
の
保

険
料
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
世
帯
主
は
、
そ
の
世
帯
の
被

実
は
私
に
は
、
二
○
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
息
子
（
大
学

生
）
と
二
一
歳
（
家
事
手
伝
い
）
の
娘
が
い
ま
す
。
し
か

し
、
国
民
年
金
に
は
、
ま
だ
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
が
…
。

側
１
球
３
１
’

保
険
者
全
員
の
保
険
料
を
連

帯
し
て
納
め
る
義
務
を
負
っ

て
い
ま
す
。

二
一
歳
の
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
二
○
歳
の
時
点
で

加
入
義
務
が
発
生
し
て
い
た

の
で
す
か
ら
、
二
○
歳
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
保
険
料
は
、
二
年
以
上

経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

幸
い
二
年
以
上
経
過
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

は
可
能
で
す
。

大
学
生
な
ど
は
、
多
額
の
学
費

や
生
活
費
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

特
別
に
免
除
の
方
法
が
あ
り
ま
す

の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

社会にも貢献していくことが大切

です。そして、子どもたちが、将

来の社会を担っていくことの大切

さを心に思いながら、胸を張って

歩み続けていくことを願ってやみ

ません。

ー

震懲蕊
ノ

保険年金課恋23-2111内線232ノ

＊社会福祉協議会

〈香典返しの一

・谷地功一さん（

・須田光夫さん（

・石井和子さん（
みなみ

・渡辺皆身さん（

〈社会福祉へ〉

・高萩協同病院

＝

ﾉ、

＊秋山幼稚園へ

・秋山幼稚園父母と先生の会

（視聴覚教育機器一式）

＊高萩中学校へ
ももじ

・松本百司さん

（ニューヨーク市在住・絵画1点）

・平成6年度卒業生一同

（旗揚塔1基）

＊市政振興のため

・福島製鋼㈱

代表取締役社長

部＞

本町・

秋山・

石滝・

島名。

100,000円）

100,000円）

50,000円）

100,000円）

岡實さん

(1,000,000円）

に東幼稚園へ

･東幼稚園父母と先生の会

（楽器一式）(病院祭の益金95, 871円）

戯副翻どら
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叱
ら
れ
て
萩
の
花
ち
る
小
道
を

泣
き
な
が
ら
歩
い
た

弟
と
わ
た
し

夕
焼
け
に
お
さ
な
い
影
ふ
た
つ

な
が
く
尾
を
ひ
い
て

ふ
る
さ
と
が
高
萩
が

浮
か
ぶ
あ
の
空

渡
自

NHK水戸放送局による公開録画「BS歌謡塾あなた

が一番」が文化会館で行われました｡当日は多くの入場

蓋が会場を埋め、 7人の出場者によって歌が競われ、ゲ

ス;ﾄには山本讓二さんと香西かおりさんが出演するなど
最掻まで楽しいひとときを過ごしていました。また、審
査員｡の先生によづて高萩の歌が作られ、その発表もあり

ました。この模様は、 4月22日鯛にNHK衛星第2テレ

ビで放映されました。

4月16日(日）

竜一

-諦刷-

諭

’

蕊
一
一

涯潮
ｊ
勤
巨
匿
墜
曹
匡
應
応
直
Ｅ
Ｆ
－
ｒ
Ｅ
僅
蘆
Ｅ
ｌ
ｒ
三
Ｆ

悪
「

'し＝|榑純苑」で花見会4 月,4日(金） 目の病気をいやす笹目地蔵や子安地蔵、

水子地蔵のお堂が、地域のみなさんの協

力で真新しいお堂に変わりました。 「約

300年前から地域の人々を見守って来た

お地蔵様を､今後も大事にしていきたい」

と安良川の黒沢正明さん。この日、入魂

落成奉納式が終わると、たくさんの人が

参拝していきました。

Ｉ

老人保健施設｢博純苑｣に通所しているお年寄り12

人が参加して、 KDD茨城衛星通信所で花見会が行

われました。 「この場所にきたのは初めて」という

参加者もいて、見事に咲きそろった桜並木の下では、

多くの花見客に混じって昼食をとりながら楽しい春

の一日を過ごしました。

一
＊
生
涯
学
習
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
す
べ
て
の
み
な
さ

■
Ｆ
心
Ｌ
■
■
Ｆ
Ⅱ
Ⅱ
日
・
■
Ｐ
、
■
凡

ｑ

■

Ｄ

■

Ｆ

＆
ｈ
Ｕ
０
■
０
ｂ
・
■
ｈ
Ｉ
ｌ
ｈ
Ｐ
ｐ
ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
．
０
．
．
８
９
日
Ｂ
ｒ
■
Ｉ
・
・
・
Ⅱ
０
口
■
Ⅱ
■
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
，
Ｌ
０

｜
広
畷
副
陸
陸
原
罪
医
一
匡
歸
卜
聿
魁

Ｊ
Ｆ
一

｢これが、下水の汚れを食べる

微生物なの？」

一一

環境 2／への思いやり

斥艫 ､≦:使ってますか？ ’
はい、汚れを食べるものや汚れに取りつくものなど

数百種類の微生物が、下水道組合にあるエアレー

ションタンクにいます。家庭からの排水は、細かい

ゴミを取り除き、 さらに目に見えない汚れをこの微

生物の力できれいな水にします。昔の川では、 これ

らの微生物が活躍していました。 しかし、住宅や人

が多くなり、 自然の浄化作用では間に合わなくなり、

今では下水道が昔の川の役目を果たしているのです。

＊日立・高萩・十王広域
←汚れ

下水道組合窓32-5595

､

▲顕微鏡で見たエアレーションタンクの中の微生物(約100倍）
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§譲譲

元云乙云驫
癖

Ⅷ鯛

鱗
§ ”……､鶴溌罵讓会｜誠市職蕊綱驚鰯

■結■果■
＝
第21回町内別ママさんバレーボール大会

鷺
〃F昨JJ

議蕊鍵鍵鍵鍵鱗鱗蕊識
4月9日 （日）、市民体育館で行われたこの大会

には、市内各地から11チームが参加しました。

［優勝］島名チーム ［第二位］駒木原チーム

■募■集■
■■

■■

スポーツ少年団の団員を募集しています

スポーツ少年団は、少年少女のみなさんが、 自由

な時間に地域の中で気軽にスポーツに親しんでもら

おうと、昭和37年に創設された団体です。

この活動は、指導者のみなさんによるボランティ

アで支えられていますので、営利を目的とした活動

でもなく、 スポーツ塾でもありません。

ちびっこのみなさん、みんなで楽しくさわやかな

汗を流しませんか！

［団体および活動場所］

秋|｣|仲野球（秋山小)、島名中央野球（秋山小）

東野球(東小)､松岡野球(松岡小)､松原野球(高

萩小)､高浜野球(高浜運動広場)､松岡剣士会(松

岡小)、秋山剣道（秋山小)、高萩若葉剣士会（束

小)、武徳殿少年剣士隊(武徳殿)、秋| | |サッカー

（秋l11小) 、翼サッカー（高萩小)、高萩サッカー

（高浜運動広場・高萩中)、高萩相撲道場（山

王相撲場) 、高萩市バレーボール（市民体育館）

高萩市柔道（市民体育館)、高萩市空手道（加

工紙体育館)、高萩ジュニア体操（東小)、秋山

ミニバスケットボール（秋山小）

し市民吹奏楽団の定期演奏会4月23日旧）
市民吹奏楽団のみなさんによる定期演奏会が、約

400人の聴衆を集めて文化会館で行われました。こ

の演奏会は設立3年後に初めて開催して以来、毎年

継続して行われています。年々新たな曲に挑戦して

いますが､今回は『組曲｢惑星｣より火星･木星』など
宇宙の広さが感じられるような曲が披露されました

１
１

|L
の「

￥

）
ま
す
．
あ
な
た
の
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
「
学
び
の
交
差
点
」
で
す
．

ｊ－Ｌ
十
年
程
前
か
ら
「
生
涯
学
習
」
と
い
う
こ
と
が
全
関
連
す
る
よ
う
な
学
習
、
趣
味
的
な
学
習
な
ど
い
る

国
的
に
話
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
生
い
ろ
あ
り
ま
す
。
方
法
も
個
人
的
に
学
ぶ
こ
と
も
あ

涯
学
習
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
？
」
と
鹸
近
で
も
、
こ
り
ま
す
が
、
同
じ
こ
と
を
知
り
た
い
人
々
が
集
ま
つ

ん
な
こ
と
ば
が
聞
か
れ
ま
す
。
て
学
ぶ
方
法
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
に
、

そ
こ
で
、
少
し
の
ん
き
な
、
そ
し
て
乱
暴
な
生
涯
学
習
す
る
内
容
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
や
指
針
を
与
え
て

学
習
論
を
述
べ
て
み
ま
す
。
「
学
び
の
交
差
点
」
を
く
れ
る
人
が
い
る
と
好
都
合
で
す
。
同
じ
こ
と
を
学

こ
の
よ
う
に
意
見
の
交
差
す
る
欄
と
解
釈
し
て
考
え
ぼ
う
と
す
る
人
が
数
人
い
れ
ば
、
集
ま
っ
て
学
習
す

を
述
べ
合
う
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
る
場
所
も
欲
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

「
生
涯
学
習
」
と
は
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、
生
行
政
で
は
、
み
な
さ
ん
の
学
習
意
欲
を
さ
ら
に
高

涯
を
通
じ
て
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
人
々
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
公
民
館
で
行
っ
て
い
る

が
自
主
的
、
自
発
的
に
行
う
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
講
座
や
教
室
の
充
実
を
は
じ
め
、
既
存
の
施
設
の
開

て
、
学
校
教
育
の
よ
う
に
考
え
た
ら
息
が
つ
ま
っ
て
放
や
専
門
的
な
指
導
者
の
紹
介
な
ど
生
涯
学
習
の
環

し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
知
り
た
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

い
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
要
す
る
に
「
生
涯
学
習
」
と
い
う
用
語
に
と
ら
わ

ず
で
す
。
そ
れ
を
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
学
べ
れ
る
こ
と
な
く
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
知
り
た
い
と
き

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
こ
と
が
、
生
涯
学
習
で
あ
に
学
習
す
る
こ
と
な
ん
だ
と
考
え
て
み
て
は
ど
う
で

る
と
考
え
て
み
た
い
の
で
す
。
内
容
も
生
活
に
直
接
し
よ
う
か
。
細
か
く
、
長
く
、
の
ん
び
り
と
自
由
に

結
び
つ
く
よ
う
な
も
の
や
学
問
的
な
学
習
、
仕
事
に
勉
強
す
る
こ
と
が
、
生
涯
学
習
な
の
で
す
ね
。

[入団できる人］

原則として、小学生

以上19歳までの男女

＊団体によって異な

る場合があります。

[問い合わせ］

教育委員会スポーツ

振興課恋23-1131▲今年2月に行われた少年団対抗の

綱引き大会

労
／ゾー●

／
／

L=jmfz If_一
脾
仏
う
き
と
ち
り
取
り
で
、
道
路
の
両
側

を
掃
い
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
に
会
い
ま
す
↓

朝
だ
っ
た
り
夕
方
だ
っ
た
り
。
ほ
う
き
で

掃
い
た
筋
の
上
を
歩
く
の
は
気
持
ち
が
い

い
な
あ
と
、
感
謝
と
と
も
に
反
省
の
思
い

で
す
。
な
の
に
ポ
イ
捨
て
や
人
の
月
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
は
、
車
で
運

び
捨
て
る
と
は
ひ
ど
す
ぎ
ま
す
。
ヒ
ロ

十
八
き
な
成
果
を
あ
げ
て
海
外
派
遣
事
業

が
終
了
し
ま
し
た
。
多
感
な
中
学
生
時
代

に
異
な
っ
た
文
化
と
接
し
て
、
学
ん
だ
こ

と
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。
そ

し
て
、
今
度
は
カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園
の
生
徒

た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。
あ
な
た
に
も
で

き
る
国
際
交
流
が
き
っ
と
あ
り
ま
す
。
茂
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岬
屯
汁
、
＃
二
毛
乱
当
世
咋
寿
叩
唱

匠
咀

藍
叫
鵬
桿
唱
画
唖
冠
回
星
ｒ
Ⅱ

月
「

る

館物

え

蝉
一

癖
》
」
《
‐
ゞ
！

《

夢

飼
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六こさん(春日町）青
空
の
中
で
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
（
石
滝
）

ｱｼ原で騒がしくさえずる

オオヨシキリ

（夏烏）

撮影：菊地

大きな□を開けて鳴く姿は、

すばらしいですね。緑色の背景

の場所を探すのに苦労しました。

■平成4年8月23日､赤浜地内で撮影

5月中旬ごろ、東南アジアか

ら渡ってきて、市内のあちこち

に残されたアシ原で朝から夜ま

でギョギョシ、ギョギョシと大

きな声で騒がしく鳴き続けます。

ほとんどのオオヨシキリは高萩

市を通過するだけですが、一部

は残って、アシ原で繁殖します。

一夫多妻の習性を持っていま

すが、 これは良い子孫を残すた

め-と言われています。一方、ホ

トトギスの仲間のカッコウに

よっ蔑暴に卵を産み込まれるこ
と （托卵） もあり、 自分の子で

ないヒナを育てるような運命も

背負っています。

体は黄褐色の地味な色ですが、

大きく開けた口の中は赤く、鳴

き声を聞けばオオヨシキリとす

ぐにわかります。

文：矢吹勉さん（石滝）

の
ー

虚埼
－

輻

山間地の足を確保する代替バス

'“ “－ ” ゞ僅嗣圃開

人鎌灘 朝
霧
に
煙
る
山
深
い
里
の
道

を
バ
ス
が
走
り
ま
す
。
こ
れ
は

定
期
バ
ス
路
線
が
廃
止
さ
れ
た

た
め
ゞ
平
成
二
年
度
か
ら
市
が

バ
ス
会
社
に
委
託
し
て
行
っ
て

い
る
代
替
バ
ス
で
す
。
山
間
地

よ
れ
だ
い
ら

に
あ
る
上
君
田
、
大
能
、
米
平

の
三
つ
の
地
区
と
駅
や
学
校
を

結
ん
で
運
行
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
登
下
校
や
お
年
寄
り
の
交

通
手
段
と
し
て
毎
日
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。平成7年4月

．人口35，

男 17，

女 17，女 17,

４
０

１
４
５

944人（-13）

･世帯数11,410世帯（＋30）

※（ ） は前月との比較です。

午前7時10分米平発の代替バ

スは､子どもたちを乗せて東

小学校へ向かいます

唾一蝿 皆 ､呼 宝凹1 呵 当
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